
■ヨモツイクサ（知念実希人/双葉社）
■審議官 隠蔽捜査9.5（今野敏/新潮社）
■新・教場（長岡弘樹/小学館）
■日暮れのあと（小池真理子/文藝春秋）
■愛されてんだと自覚しな（河野裕/文藝春秋）
■図書館のお夜食（原田ひ香/ポプラ社）
■この夏の星を見る（辻村深月/角川書店）
■ここにあるはずだったんだけど（佐々木愛/双葉社）
■ハンチバック（市川沙央/文藝春秋）
■やさしさをわすれぬうちに（川口俊和/サンマーク出版）
■三島屋変調百物語九之続 青瓜不動（宮部みゆき/角川書店）
■われら闇より天を見る
（クリス・ウィタカー著、鈴木恵 訳/早川書房）
■どうする家康2～3
（古沢良太 著、木俣冬 ノベライズ/ＮＨＫ出版）

図書室だより
高山村公民館図書室

（東口１階 026-214-9762）

2023.8･9合併号

裏面へつづく

新しく入った本の一部をご紹介します

【デジとしょ信州】の
ページは
こちらから

もう
やってみた？
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テーマ本の紹介

【9月】
認知症について
知ろう・考えよう

9月は
【世界アルツハイマー月間】

です。

誰でもなりうる「認知症」。そもそも「認知症」ってどんな
病気？当事者から見える世界はどんなかんじなの？…
すべての人が自分事として認知症に向き合うための本が
あります。今、認知症について理解を深めませんか？

図書室カウンター横に本を並べました。ご覧ください。

小 説



■大ピンチずかん（鈴木のりたけ/小学館）
■ぐんぐん考える力を育むよみきかせ むしのお話20
（国立科学博物館 監修、山下美樹 作/西東社）
■ヨルとよる（あさのますみ 作、よしむらめぐ 絵/教育画劇）
■アンパンマンとゆうれいせん（やなせたかし/フレーベル館）
■おやこでよもう！金子みすゞ あおいおそらのそこふかく
（金子みすゞ/ＪＵＬＡ出版）
■東大×ナゾトキ×ゲームブック ハテナ王国の冒険
（東京大学謎解き制作集団AnotherVision/フレーベル館）
■あそべる！通じ合う！てづくりＡＩロボット
（牧野浩二ほか監修/誠文堂新光社）
■はじめての宇宙旅行ガイド ＩＳＳに泊まる旅行
（寺薗淳也 監修/フレーベル館）

■使いきれない農地読本
（農文協 編/農山漁村文化協会）

■バムとケロのおいしい絵本
絵本のなかのとっておきレシピ
集（島田ゆか 監修、八木佳奈
料理・レシピ制作/文溪堂）
■リアルなキャラクターを描く
ためのデッサン講座
（西澤晋/誠文堂新光社）
■インボイスと消費税の基本を
学ぶ（吉澤大/かんき出版）
■ＣｈａｔＧＰＴ超入門
（メディアソフト）
■超かんたん！段ボール・空き
缶・牛乳パックでキャンプめし
（長谷川雅一 監修/コスミック出
版）

その他の新着本については、図書室にてご確認ください。

■小さな平屋。
（エクスナレッジ）
■築100年の家を1年かけて理
想の空間にしたら生きがいを
みつけました
（ほっち/KADOKAWA）
■今日からはじめる農家の事
業継承（伊東悠太郎、竹本彰
吾/家の光協会）
■吉田類の愛する低山30
（吉田類/ＮＨＫ出版）
■国籍と遺書、兄への手紙
ルーツを巡る旅の先に（安田
菜津紀/図書出版ヘウレーカ）
■ぼくはあと何回、満月を見
るだろう（坂本龍一/新潮社）
■日本のウミウシ
（中野理枝/文一総合出版）

実用書 その他

児童書
絵本


